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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、正定値行列空間の幾何構造
解析や不定値内積空間上の作用素構造研究
であり、それらの研究に関わる諸々の行列解
析を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）R.Bhatia教授との共同研究として、レ
ウナー行列の条件付負性が作用素凸性に，ま
た条件付正性が作用素凸関数のｔ倍に対応
することを論文発表した。この結果の応用と
して，レウナー行列の固有値分布（正・負・
ゼロ）数を決定し、ｒ乗（０＜ｒ＜１）に対
応するレウナー行列の無限分解可能性の初
等的証明や，作用素凸関数の逆が作用素単調
である（安藤の結果）ことの別証明をレウナ
ー行列の解析により与えた。また Kwong 行
列の解析も同様の手法で行った。 
（２）ヤングの意味で互いに共役な関数の組
に対するヤング不等式に着目して，正線形汎
関数の中でトレースを特徴づけるという論
文を大学院修士生と著した。 
（３）R. Bhatia 教授との共同研究の続きと
して、（１）に関連する内容で、関数 f(t) = t^p 
のレウナー行列の正定値性や条件付き負・正
性などの初等的な証明や、作用素凸性が一般
には条件付き負性を意味しないことを示し
た。 
（４）内山敦氏との共同研究では、安藤によ
る数域半径的縮小作用素の特徴づけを用い、
Stampfli の結果の初等的な証明を与えた。 
（５）日合文雄氏との共同研究は、（１）（２）
の結果および内山充氏による一般化に対し、
行列サイズに依存する諸条件の関係の詳細
な議論を行った。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
定値内積空間上の解析については、想定外の
十分な進展を得ている。がゆえに、不定値内
積空間上の研究を行えていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）Bhatia 氏との共同研究から始まった
レウナー行列に関する解析の継続 
（２）正行列空間の構造解析に関わる、井ノ
口氏・院生との共同研究の推進 
（３）行列解析・量子情報理論研究での進展
に関わる研究準備 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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